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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 1,152 10.7 △2 ― △2 ― 13 646.1
24年3月期第1四半期 1,041 △17.7 23 6.4 22 △0.8 1 △92.2

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △24百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 △5百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 36.68 ―
24年3月期第1四半期 4.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 6,642 1,706 25.7 4,685.47
24年3月期 6,276 1,742 27.8 4,783.04
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  1,706百万円 24年3月期  1,742百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） ― ― 30.00 30.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,400 14.0 40 277.1 40 ― 30 ― 82.37
通期 5,200 15.6 150 160.6 130 257.6 90 32.5 247.11



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は[添付資料]３ページ「２．(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 400,000 株 24年3月期 400,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 35,783 株 24年3月期 35,783 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 364,217 株 24年3月期1Q 364,217 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)における日本の経済情勢は、震災復興

に向けた政府支援や、自動車、住宅などの耐久消費財に対する諸施策によって消費動向は微量ながら拡大してまい

りました。一方では、なかなか改善しない為替動向に加え、原子力政策や消費税増税などの大きな問題が次々と国

民の不安をあおる形となり、日本経済はさらに混沌とした状況であると感じられます。 

 住宅産業においては、昨今のエネルギー問題を見据えたスマートハウスやエコ住宅、蓄電システムなど新しい取

組が市場に投入されるようにはなったものの、市場の流れは低価格住宅やリフォームにシフトしており、今まで以

上に厳しい販売環境が展開されると予想されます。 

 このような環境の中で当社グループの状況は、既存顧客に対して、当社取扱商品のラインナップをフル活用し、

より多くの商品をお客様に提案し販売してまいりました。トータル販売を行うことで、お客様の管理面での煩わし

さを減らし、シェア拡大に努めてまいりました。また昨年より取り組んでいる分譲住宅の建設・販売やリフォーム

工事などの取扱量も増えたことによって、消費者により近い視点で商品を扱うためのノウハウを得られるようにな

りました。更には当社の取り組みが新聞記事やテレビ報道に取り上げられるようになったことで、一般消費者の認

知度も上がり販売戦略の足がかりとなりました。 

 営業本部におきましては、前述の通り取扱商品のトータル販売を推し進め、従来購入いただけていなかった商品

をお客様に提案し、販売品目の幅を広げるよう提案を続けてまいりました。また、プレカットや国産材の販売につ

いても継続して取り組んでまいりました。 

 市場本部におきましては、前連結会計年度から取組んでいる分譲住宅販売について、分譲物件３棟の販売を行う

ことが出来ました。またリフォーム事業につきましても徐々に受注は増えておりますが、売上拡大には寄与するこ

とが出来ませんでした。 

 不動産事業におきましては、連結子会社の株式会社三重ナゴヤホームズの分譲マンションが施工途上であるた

め、この部分につきましては売上を確保することが出来ませんでしが、賃貸物件においては安定的な収入を継続し

て確保することができました。 

 この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は1,152百万円（前年同期比110百万円増、10.7％

増）、経常損失は２百万円（前年実績は22百万円の経常利益）となりましたが、特別利益として投資有価証券売却

益25百万円を計上したことから、四半期純利益は13百万円（前年同期比11百万円増、646.1％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末（平成24年6月30日現在）の当社グループの財政状態は、主に分譲物件の開発が進

展していることにより、たな卸資産が前連結会計年度末に比較して329百万円増加しました。一方で仕入を抑制し

ているため、仕入債務は前連結会計年度末に比較して145百万円の減少となりました。 

 有形固定資産は特に設備投資等がなく、減価償却の進行によって前連結会計年度末に比較して９百万円の減少と

なりました。投資有価証券につきましては、ヨーロッパ経済不安の収束見込みが立たない影響から株価が下落して

おり、前連結会計年度末に比較して58百万円減少しました。 

 また、分譲物件開発資金を有利子負債にて調達していることから、借入金残高は前連結会計年度末に比較して

550百万円増加しました。これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結会計年度末に比較して141百万円増加

しております。 

 この結果、総資産額が前連結会計年度末に比較して366百万円増加したことを主要因として、自己資本比率は前

連結会計年度末に比較して2.1ポイント減少の25.7％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成24年５月11日に公表いたしました平成25年３月期の第２四半期連結累計期間及び

通期の連結業績予想から変更ありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  当該事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。   

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、この変更に伴う影響は軽微であります。 

   

   

  該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 613,360 754,698

受取手形及び売掛金 887,687 852,421

たな卸資産 1,036,814 1,366,409

その他 65,776 60,232

貸倒引当金 △5,150 △4,150

流動資産合計 2,598,488 3,029,611

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 550,024 540,705

有形固定資産合計 3,111,635 3,102,316

無形固定資産 2,207 2,169

投資その他の資産   

投資有価証券 478,070 419,837

その他 116,305 120,592

貸倒引当金 △30,561 △31,911

投資その他の資産合計 563,814 508,518

固定資産合計 3,677,657 3,613,004

資産合計 6,276,146 6,642,616

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,046,167 901,089

短期借入金 1,024,000 1,324,000

1年内返済予定の長期借入金 752,421 831,990

未払法人税等 2,124 3,913

賞与引当金 15,000 22,750

役員賞与引当金 5,600 －

その他 94,002 102,462

流動負債合計 2,939,315 3,186,206

固定負債   

長期借入金 736,950 908,050

繰延税金負債 610,699 594,403

退職給付引当金 92,562 95,366

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,605 128,350

その他 18,800 16,563

固定負債合計 1,594,768 1,749,884

負債合計 4,534,083 4,936,090



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,518,435 1,520,866

自己株式 △107,730 △107,730

株主資本合計 1,617,272 1,619,704

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 124,790 86,822

その他の包括利益累計額合計 124,790 86,822

純資産合計 1,742,063 1,706,526

負債純資産合計 6,276,146 6,642,616



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 1,041,789 1,152,743

売上原価 829,698 948,833

売上総利益 212,090 203,910

販売費及び一般管理費 189,043 205,981

営業利益又は営業損失（△） 23,047 △2,071

営業外収益   

受取利息 87 73

受取配当金 6,995 9,090

仕入割引 4,073 3,567

その他 937 890

営業外収益合計 12,094 13,622

営業外費用   

支払利息 10,036 11,499

売上割引 2,566 2,618

その他 32 1

営業外費用合計 12,636 14,119

経常利益又は経常損失（△） 22,505 △2,568

特別利益   

投資有価証券売却益 － 25,464

特別利益合計 － 25,464

特別損失   

固定資産処分損 275 －

特別損失合計 275 －

税金等調整前四半期純利益 22,230 22,895

法人税等 20,440 9,537

少数株主損益調整前四半期純利益 1,790 13,357

四半期純利益 1,790 13,357



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,790 13,357

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,040 △37,968

その他の包括利益合計 △7,040 △37,968

四半期包括利益 △5,250 △24,610

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,250 △24,610

少数株主に係る四半期包括利益 － －



   該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  839,796  132,019  69,974  1,041,789

セグメント間の内部売上高又は振替高  8,177  11,460  －  19,637

計  847,973  143,479  69,974  1,061,427

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △14,195  18,225  34,831  38,861

利益 金額

報告セグメント計  38,861

セグメント間取引消去  549

全社費用（注）  △16,904

四半期連結損益計算書の経常利益  22,505

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  944,882  126,244  81,617  1,152,743

セグメント間の内部売上高又は振替高  7,973  6,906  90  14,970

計  952,855  133,150  81,707  1,167,714

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △24,023  △11,634  46,223  10,565



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

  

  該当事項はありません。   

   

   

   該当事項はありません。   

   

利益 金額

報告セグメント計  10,565

セグメント間取引消去  666

全社費用（注）  △13,800

四半期連結損益計算書の経常損失（△）  △2,568

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象



（１）販売の状況 

   連結売上高の内訳  

  （注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

        ２．セグメント間の取引につきましては、相殺消去しております。 

   

５．補足情報

セグメントの名称 

 前第１四半期連結累計期間 

  （自 平成23年４月１日 

   至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

  （自 平成24年４月１日 

   至 平成24年６月30日） 増減率 

金額 構成比 金額 構成比 

  千円 ％ 千円 ％ ％ 

営業本部  839,796  80.6  944,882  82.0  12.5

市場本部  132,019  12.7  126,244  10.9  △4.4

不動産事業  69,974  6.7  81,617  7.1  16.6

合計  1,041,789  100.0  1,152,743  100.0  10.7
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